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や
文
化
遺
産
が
多
く
あ
り
、

現
在
で
は
観
光
施
設
と
し
て

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

野
球
が
盛
ん
で
あ
る
ほ
か
、

毎
年
12
月
に
は
世
界
各
国
か

ら
様
々
な
バ
ン
ド
や
吹
奏
楽

団
が
参
加
す
る
「
国
際
バ
ン

ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開

催
さ
れ
る
な
ど
、
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
の
都
市
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

初
訪
問
に
も
か
か
わ
ら
ず

多
く
の
幹
部
職
員
に
出
迎
え

ら
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
会
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

石
山
町
長
は
、
農
業
が
盛
ん

な
嘉
義
市
と
「
相
互
に
交
流

を
重
ね
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
、
嘉
義
市
側
か
ら
は
国
際

バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ

の
視
察
を
含
む
再
訪
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　

嘉
義
市
は
台
湾
中
南
部
に

位
置
す
る
自
然
景
観
に
恵
ま

れ
た
豊
か
な
歴
史
と
文
化
が

息
づ
く
都
市
で
す
。

　

人
口
は
約
26
万
人
で
、
古

く
か
ら
農
業
を
基
盤
と
し
、

米
を
は
じ
め
と
す
る
農
産
物

生
産
が
盛
ん
な
地
域
で
も
あ

り
ま
す
。

　

市
内
に
は
日
本
文
化
を
色

濃
く
残
す
歴
史
的
な
建
築
物

　

加
美
町
で
は
、
農
家
所
得

の
向
上
を
目
的
と
し
た
台
湾

へ
の
農
産
物
な
ど
の
輸
出
や

文
化
交
流
の
き
っ
か
け
を

探
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
本
町

政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
久
保
博

氏
の
力
添
え
も
あ
っ
て
、
令

和
６
年
10
月
22
日
に
石
山
町

長
と
早
坂
忠
幸
議
長
(
当

時
)
が
嘉
義
市
役
所
へ
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。

嘉
義
市
と
は
？

 

自
然
・
文
化
に
恵
ま
れ
た
都
市

令
和
６
年
　

交
流
が
ス
タ
ー
ト

 

加
美
町
が
嘉
義
市
を
訪
問

同
年
12
月
に
は
２
度
目
の
訪
問

バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
も

招
か
れ
ま
し
た

　伝統と現代が融合

した街並みを楽しめ

る嘉義市は、台湾の

魅力を存分に味わう

ことができ、台北や

台南からのアクセス

も良好なため多くの

観光客が訪れます。



　

翌
日
27
日
の
ド
ラ
ゴ
ン
カ

ヌ
ー
大
会
に
は
、
な
ん
と
黄

市
長
が
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト

と
し
て
登
場
。「
加
美
町
と

嘉
義
市
に
は
永
遠
に
続
く
友

情
が
あ
る
！
」
と
の
市
長
の

あ
い
さ
つ
に
会
場
は
大
盛
り

上
が
り
。
ま
た
、
嘉
義
市
長

賞
を
贈
呈
し
て
い
た
だ
い
た

ほ
か
、
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
は

し
ゃ
ぐ
様
子
も
見
ら
れ
、
加

美
町
を
存
分
に
楽
し
ま
れ
た

よ
う
で
し
た
。

　

町
内
施
設
の
見
学
後
に
行

わ
れ
た
石
山
町
長
・
味
上
議

長
と
の
意
見
交
換
会
で
は
、

観
光
を
通
じ
た
人
材
交
流
、

音
楽
や
野
球
を
通
じ
た
交
流

に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
友
情

を
一
層
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
後
も
嘉
義
市
と
様
々
な

形
で
嘉
義
市
と
の
関
係
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

　８月29日、議会広報常任委員会の委員６人と議長で、

群馬県みなかみ町を訪問し、議会広報作成についての意

見交換のほか、台湾との交流事業の取り組みについて視

察を行いました。

　みなかみ町は自治体として台湾との交流事業のトップ

ランナーであり、日本で初めて町職員として台北市に派

遣された同町商工観光課の阿部真行課長補佐から、取り

組みの経過や成果についての説明をいただきました。み

なかみ町視察で得た知見を、議会としての立場から、今

後の台湾との交流推進に活かしてまいります。

　

今
年
の
７
月
26
日
・
27
日
、

黄
敏
恵
市
長
を
は
じ
め
と
す

る
嘉
義
市
訪
問
団
が
来
町
し

ま
し
た
。

　

26
日
に
催
さ
れ
た
歓
迎
会

に
は
、
各
種
団
体
代
表
者
な

ど
が
出
席
し
、
大
い
に
親
睦

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。「
火
伏
の
虎
舞
」
も
披

露
さ
れ
、黄
市
長
か
ら
は「
皆

さ
ん
の
温
か
い
お
も
て
な
し

に
感
動
し
た
。」
と
感
謝
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

嘉
義
市
訪
問
団
が
加
美
町
へ

 

相
互
交
流
が
着
実
に
進
展

ド
ラ
ゴ
ン
カ
ヌ
ー
開
会
式
で

黄
市
長
を
紹
介

ボ
ー
ト
に
の
っ
て
写
真
を
撮
る

黄
市
長

龍
に
目
を
書
き
入
れ
て
も
ら
い

ま
し
た

参
考
に
な
る
取
り
組
み
が
た
く
さ
ん

ド
ラ
ゴ
ン
カ
ヌ
ー
大
会
の

ゲ
ス
ト
に

意
見
交
換
会
も
開
催

みなかみ町に学ぶ台湾交流

　群馬県みなかみ町は、群馬県最北端に位置しており、

山々にかこまれた水源の町。人口は約2万3千人で、平成の合

併で誕生、山林面積が多いなど、加美町との共通点も多い。

　水上温泉郷や猿ヶ京温泉など「みなかみ十八湯」と総称

される温泉群があり、台湾との交流を通じて、海外からの観

光客が増加しており、加美町として学ぶべき点が多い。



９月
定例会

　

９
月
定
例
会
は
、
９
日
か
ら
19
日
ま
で
の
11
日
間
で
開
催
さ
れ
、

９
人
の
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
審
査
し
た
令
和
６
年

度
各
種
会
計
決
算
10
件
の
認
定
や
、
加
美
町
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

の
設
備
お
よ
び
運
営
に
関
す
る
条
例
を
議
決
し
た
ほ
か
、
令
和
７
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
や
人
権
擁
護
委
員
の
諮
問
な
ど
の
議
案
を
審

議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

定例会で審議した内容
報
告 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥ 

６
件

条
例
制
定 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥ 

１
件

契
約
の
締
結 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥ 

２
件

財
産
の
売
り
払
い 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥ 

２
件

補
正
予
算 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥ 

３
件

決
算
認
定 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥ 

10
件

諮
問 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥ 

１
件

［本会議］

（9/9～11、19）

　　9/9　 一般質問　4人

　　9/10　一般質問　4人

　　9/11　一般質問　1人

　　9/19　議案審議

［決算審査特別委員会］

（9/11、16～19）

監
査
意
見
書
(
抜
粋
)

期
待
が
高
ま
る
年
に

　

令
和
６
年
度
は
、
第
３
次

加
美
町
総
合
計
画
や
新
庁
舎

基
本
設
計
の
策
定
、
台
湾
・

嘉
義
市
と
の
交
流
事
業
、
子

ど
も
食
堂
支
援
な
ど
新
た
な

取
組
も
始
動
し
、
町
民
生
活

に
前
向
き
な
進
展
が
見
ら
れ

る
こ
と
で
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
へ
の
期
待
が
高
ま
る
年

と
な
り
ま
し
た
。

積
極
的
な
施
策
展
開

　

ま
た
、
人
口
減
少
に
対
応

し
た
移
住
定
住
施
策
や
、
地

方
創
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

で
訪
れ
た
学
生
が
町
内
企
業

の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
な

ど
、
新
た
な
関
係
人
口
創
出

に
向
け
た
施
策
が
積
極
的
に

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

物
価
高
騰
に
よ
る
赤
字
増

　

行
財
政
改
革
集
中
期
間
４

年
目
と
し
て
、
中
新
田
保
育

所
の
民
営
化
に
よ
る
施
設
維

持
管
理
経
費
の
削
減
や
、
ふ

る
さ
と
納
税
で
の
自
主
財
源

確
保
に
も
成
果
が
見
え
ま
す

が
、
物
価
高
騰
や
給
与
改
定

に
よ
る
人
件
費
増
加
で
新
た

な
財
政
負
担
が
生
じ
赤
字
幅

も
拡
大
し
ま
し
た
。

効
率
的
な
行
政
運
営
を

　

今
後
も
財
政
規
律
を
遵
守

し
、
徹
底
し
た
事
業
見
直
し

と
と
も
に
公
共
施
設
統
廃
合

な
ど
を
着
実
に
進
め
、
町
民

の
福
祉
増
進
と
効
率
的
な
行

政
運
営
に
最
大
限
の
努
力
を

求
め
ま
す
。

全会計の歳入・歳出決算を

全会一致で認定
令和６年度　各特別会計の決算額

※資本的収支の不足額には、損益勘定留保資金や積立金などで補填しています。

会　計　名 歳 入 額 歳 出 額

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 事 業 28億3,077万円 27億1,806万円

後 期 高 齢 者 医 療 3億2,972万円 3億2,596万円

介 護 保 険 33億5,307万円 32億3,030万円

介 護 サ ー ビ ス 事 業 726万円 518万円

加 美 郡 介 護 認 定 審 査 会 1,074万円 905万円

霊 園 事 業 399万円 104万円

町 営 駐 車 場 事 業 227万円 222万円

下水道事業
収 益 的 収 支 10億97万円 9億6,196万円

資 本 的 収 支※ 5億3,443万円 8億2,018万円

水 道 事 業
収 益 的 収 支 5億1,602万円 5億1,054万円

資 本 的 収 支※ 302万円 1億4,337万円

代表監査委員代表監査委員

田 中 正 志田 中 正 志

一般会計一般会計
決算額決算額

歳入歳入

歳出歳出

１４８億８，８２１万円１４８億８，８２１万円

１４２億７，５３１万円１４２億７，５３１万円



決
算
審
査
の
流
れ

決算審査特別委員会決算審査特別委員会

委員長委員長

三 浦 又 英三 浦 又 英

髙橋 聡輔髙橋 聡輔 委員委員

行
財
政
改
革
に
一
定
の
効
果

　

令
和
６
年
度
は
、
行
財
政

改
革
集
中
期
間
の
４
年
目
と

し
て
、
継
続
し
た
行
政
経
費

削
減
や
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ

る
寄
付
金
増
加
な
ど
自
主
財

源
確
保
の
取
り
組
み
効
果
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
　

 

し
か
し
な
が
ら
、
物
価
高

騰
や
人
件
費
上
昇
に
よ
り
一

般
財
源
の
負
担
が
増
加
し
、

赤
字
体
質
か
ら
の
脱
却
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
引
き
続

き
行
財
政
改
革
を
着
実
に
推

進
し
、
健
全
財
政
に
努
め
ら

れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

 

決
算
審
査
で
は
、
特
に
若

鮎
給
付
型
奨
学
金
の
給
付
資

格
に
つ
い
て
議
論
が
あ
っ
た

の
で
、
検
討
す
る
こ
と
を
求

め
ま
す
。

 

今
後
も
住
民
満
足
度
100
％

と
町
民
の
幸
せ
の
実
現
を
目

指
し
尽
力
願
い
ま
す
。

委
員
長
報
告
(
抜
粋
)

賛
成
討
論
(
抜
粋
)

近
未
来
に
明
る
い
兆
し

　

令
和
６
年
度
は
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
で
も
「
枠
配
分

方
式
・
マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン

グ
」
を
継
続
し
、
「
聖
域
の

な
い
徹
底
し
た
事
業
の
見
直

し
」
に
よ
り
「
政
策
効
果
の

高
い
事
業
に
転
化
す
る
」
と

い
っ
た
予
算
編
成
で
執
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

懸
案
事
項
で
あ
っ
た
利
用

自
粛
牧
草
の
処
理
や
、
住
民

バ
ス
の
西
古
川
駅
へ
の
直
行

便
運
行
へ
の
道
筋
な
ど
、
町

民
の
生
活
に
明
る
い
兆
し
も

見
え
つ
つ
あ
る
状
況
で
す
。

　

さ
ら
に
、
台
湾
嘉
義
市
と

の
交
流
事
業
足
掛
か
り
や
、

加
美
町
独
自
の
「
志
教
育
」

ス
イ
ッ
チ
オ
ン
の
開
始
な
ど
、

近
未
来
に
お
い
て
も
明
か
り

を
照
ら
し
出
す
よ
う
な
決
算

と
な
り
ま
し
た
。

決算認定は起立採決。全員起立で全会計認定へ

令和６年度決算の詳しい内容

は広報かみまち10月号を参照く

ださい

本会議で
審査結果
を報告

決算審査
特別委員会
の設置

各会計の
歳入歳出決算を

審査
討論・採決

討論
本会議で
議決

特別委員会の採択結果や審
査内容などを委員長が報告

各会計決算を慎重に審査す
るため特別委員会を設置
（議長を除く）

決算書や関係資料に基づ
き、担当課ごとに審査を行
う

審査の結果を踏まえ、特別
委員会で認定するか賛否を
決める

令和６年度決算に対して、
賛成・反対の立場から討論

▶今回は髙橋聡輔委員が賛
成討論

委員長報告や討論などを踏
まえ、各会計決算を議決

▶全会計決算を認定

決算審査特別委員会



新庁舎整備事業 決算額 ３，７４２万円

公共施設等総合管理事業 決算額 １１１万円

　令和10年度に完成予定の新庁舎建

設事業において令和６年度は基本設

計案の審議を行った。また、設計者

主催による町民29人で構成される町

民ワークショップは３回実施され、

主として新庁舎の町民スペースの利

用について話し合いが行われた。

　経費は適切か、パブリックコメン

トは実施設計に反映されたかなど

様々な視点から見届けていきたい。

　公共施設など個別施設計画に基づ

く削減目標2,000㎡を大きく下回り、

譲渡施設24ヶ所のほとんどを町が管

理している現状にある。

　令和6年度中に除却した施設は田

代キャンプ場1ヶ所にとどまり、達

成率は30％未満となった。

　計画の速やかな執行に期待したい。

議会はこう見る!

議会はこう見る!

←決算審査特別委

員会の録画映像は

加美町ホームぺー

ジからご覧いただ

けます。

　議長以外のすべての議員で構成される決算審査特別委員会で

は、担当課長からの概要説明の後、細部にわたり質疑し担当職

員からも説明を受け、慎重に審査しました。

　その中で、多くの委員が注目し、質疑した事業・決算について、

議員（広報委員）の意見や考察を含めて紹介します。



グリーンツーリズムの推進 決算額 １５８万円

加美病院負担金 決算額 ３億２，３１２万円

部活動地域展開推進事業 決算額 ３万３，０００円

　令和６年度は県内の学校６件、イ

ンバウンド１件など、のべ671人を受

け入れた。しかしコロナ禍の影響や

受け入れ先農家の高齢化により訪問

者は昨年の半数程度にとどまり、民

泊の件数も少なくなっている。

　令和８年度から観光まちづくり協

会へ移管となるが、他の観光施策と

の連携など新たな取組に期待したい。

　令和６年度も３億円を超える負

担金となり（加美町の負担割合は

62.13％）、町財政へ大きな影響を及

ぼしている。

　経営改善の鍵は入院患者・病床使

用率の増加にあるとされ、今後、外

部の専門家・有識者10人程度で構成

する経営形態検討第三者委員会を設

置するという。

　加美郡にとって唯一の入院施設に

対する第三者委員会の見解に注視し

ていきたい。

　部活動の地域移行が令和８年度に

実施される現在、スポーツ少年団・

地域スポーツクラブとの話し合いが

進行中という。指導者数確保は充分

とのことだが、教員・ＰＴＡとの意

見交換会を開き、スピード感を持っ

て加美町の子どもたちを育てるとい

う共通認識のもと、推進強化を望む。

議会はこう見る!

議会はこう見る!

議会はこう見る!



答

人
権
擁
護
委
員
と
は
…

　

法
務
大
臣
よ
り
委
嘱
さ

れ
、
地
域
住
民
の
人
権
相

談
へ
の
対
応
や
、
人
権
問

題
の
啓
発
活
動
な
ど
を
行

い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
の

推
薦

　

現
在
欠
員
と
な
っ
て
い
る

人
権
擁
護
委
員
に
、
鈴
木
文

也
さ
ん
を
推
薦
す
る
答
申
を

行
い
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
８
年
１
月
１

日
か
ら
３
年
間
で
す
。

【
経
歴
】

　

平
成
元
年
よ
り
教
員
を
務
め
、

七
ヶ
浜
町
立
向
洋
中
学
校
、
大

崎
市
立
川
渡
小
学
校
、
古
川
中

学
校
の
校
長
を
歴
任
。
平
成
31

年
３
月
に
退
職
さ
れ
、
現
在
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
み
ジ
ョ
イ
で
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
新
任
】

　

鈴す
ず

木き
　

文ぶ
ん

也や
　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

(
南
町
)

町有林立木の売り払い日照橋ほか３橋修繕工事

こども誰でも通園制度（加美町乳児等通園支援事業）

　植栽してから55年以上が経過し、伐採時期を迎

えた町有林を売り払うものです。

　事業箇所は中新田地区のふれあいの森公園パー

クゴルフ場西側の町有林で、面積約16ヘクタール

の杉１万2,653本を2,420万円で売却します。

　保護者の就労要件を問わず月10時間ま

での利用可能枠の中で、時間単位で保育

所などに預けられる新たな制度です。全

てのこどもの育ちの応援・子育て支援の

強化を目的に創設されました。

　生後６ヶ月から満３歳未満で保育所な

どに通っていないこどもが対象で、令和

８年度から全国で実施されるため、本定

例会で基準を定める条例の制定を議決し

ました。

　　利用にあたっての申

請方法・料金は？

　　町（こども家庭課）

の窓口に利用申請を行い

ます。利用認定後、利用

を希望する施設で面談を

行い、利用の予約を行い

ます。また、利用料金は

こども一人あたり１時間

300円程度です。

　橋梁長寿命化修繕計画に基づき、日照橋、新坂橋、

矢越１号橋、小野田焼橋の４橋について修繕工事を行

うものです。

　指名競争入札の落札業者と、塗装塗り替えや伸縮継

ぎ手工、断面補修工などを行う工事請負契約の締結を

議決しました。工期は令和８年３月31日までです。

伐
っ
て
植
え
る
森
林
の
更

新
サ
イ
ク
ル

令
和
10
年
度
ま
で
全
34
橋
を

修
繕
す
る
計
画
で
あ
り
、
本

工
事
で
26
橋
目
と
な
る

多様な働き方やライフスタイルを支援

　９月定例会では、令和６年度各種会計決算が全会一致で認定された

ほか、新設条例の制定、契約締結、財産の売払い、人権擁護委員の諮

問などについての審議を行いました。

議案
審議

問



　町民に運動習慣の定着

を促進することで健康増

進を図り、医療費削減効

果を目指して導入するも

のです。

　運動状況（主に歩数）

をスマホに記録し、その

達成に応じてポイント付

与・特典が提供されます。

　なお本事業は令和８年度からの事業ですが、補助

金（新しい地域経済・生活環境創生交付金）申請前

に業者選定を行う必要があることから、債務負担行

為を認めたものです。

債務負担行為とは…

　将来にわたる支出義務をあらかじめ確定させるための制度

一般会計補正予算

主な内容 補正額

歳
　
　

入

地 方 交 付 税 5,173万円減

財政調整基金繰入金 1億1,000万円増

繰 越 金 8,891万円増

歳
　
　

出
　
　

加美郡保健医療福祉
行政事務組合負担金

9,711万円増

地域観光魅力向上事業費 775万円増

中 新 田 文 化 会 館
パイプオルガン修繕工事

1,436万円増

鳴 瀬 川 総 合 開 発
事 業 基 金 積 立 金

1,689万円増

債務
負担
行為

健康デジタルアプリ導入
（令和8年度～10年度）

2,850万円増

Pick 
UP1

Pick 
UP2

Pick 
UP3

観光地としての魅力向上に

健康増進のための新たな取り組み「“すっかど”直して」100年先まで♪♬

　国の採択に伴い、観光ガイド・インストラクター

の養成講座業務委託（162万８千円）、旅行コンテ

ンツ商品造成業務委託（611万８千円）を行うもの

です。

　既存の観光資源におもてなしを加え、地域資源を

生かした体験プログラムの開発・商品化により、新た

な客層の開拓やインバウンドなど交流人口の拡大、

さらには観光業の雇用拡大も期待できます。

　バッハホールの象徴、パイプオルガンの大規模な

修繕工事を行う事業です。

　設置されてから41年が経過。平成13年に改修工事

をしてからでも24年が経過していることから、大規

模な修繕工事を行うこととなりました。

　国内屈指の音響を誇るバッハホールは、音楽家・

音楽愛好家だけのものではなく、加美町の貴重な観

光資源でもあります。

　今回の修繕により100年先まで、その音色を奏で

てくれることでしょう。

☜　パイプオルガン修繕について詳細は次ページ

　　「加美ing!議員」を参照ください。

●地域観光魅力向上事業　７７５万円

●健康デジタルアプリ導入　

　　債務負担設定限度額　２,８５０万円
●パイプオルガン修繕工事　１,４３６万円

Pick 
UP1

Pick 
UP3

Pick 
UP2

事業の主な内容

事業の主な内容事業の主な内容

　９月定例会では、加美郡保健医療行政事務組合負担金やバッハホー

ルパイプオルガン修繕に係る経費など、歳入歳出にそれぞれ１億

９，８５６万５千円を追加し、総額１５３億４，９１１万３千円とする

一般会計補正予算を原案のとおり可決しました。

補正
予算

８月には加美町の林道を

舞台に初のグラベル大会

が開催。

今後も地域資源の活用に

期待大

　

ゴ
ミ
拾
い
を
し
な
が
ら
ウ
ォ
ー

　

キ
ン
グ
で
健
康
増
進

@nobuhikotanabe　@gcyakurai@nobuhikotanabe　@gcyakurai



　

修
繕
工
事
の
た
め
に
９
月

定
例
会
で
1,436
万
円
の
補
正
予

算
を
計
上
し
た
中
新
田
バ
ッ

ハ
ホ
ー
ル
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ

ン
に
つ
い
て
、
そ
の
魅
力
と

特
徴
を
バ
ッ
ハ
ホ
ー
ル
館
長

か
ら
伺
い
ま
し
た
。

　

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
に

接
し
た
こ
と
が
な
い
町

民
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
特

徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

―
バ
ッ
ハ
ホ
ー
ル
の
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
は
2,245
本
の
パ
イ
プ

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
修
繕
工
事

〜
音
色
を
未
来
へ
〜

を
有
し
、
東
北
有
数
の
大
き

さ
を
誇
り
ま
す
。
パ
イ
プ
は

小
指
サ
イ
ズ
か
ら
5.5
ｍ
ま
で

と
幅
広
く
、
裏
側
の
コ
ン
プ

レ
ッ
サ
ー
か
ら
空
気
を
送
り

ま
す
。

　

手
鍵
盤
が
３
つ
、
足
鍵
盤

が
１
つ
あ
り
、
鍵
盤
を
押
す

こ
と
で
パ
イ
プ
の
弁
が
開

き
、
音
が
出
る
仕
組
み
で

す
。
「
音
栓
」
と
呼
ば
れ
る

器
具
を
操
作
す
る
こ
と
で
多

様
な
音
色
を
奏
で
ま
す
。
ま

た
、
記
憶
機
能
も
付
い
て
お

り
、
瞬
時
に
設
定
を
呼
び
出

す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

今
回
の
修
繕
の
目
的

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

―
設
置
か
ら
41
年
が
経
過
し
、

音
漏
れ
な
ど
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
末
永
く
音
色

を
届
け
る
た
め
、
腐
食
部
や

記
録
機
能
用
デ
ジ
タ
ル
基
盤

の
交
換
と
長
寿
命
化
を
行
い

ま
す
。
平
成
13
年
に
は
耐
震

補
強
を
行
い
、
2011
年
の
東
日

本
大
震
災
に
も
耐
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ど
の
よ
う
な
方
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

町
民
が
聞
け
る
機
会
は
？

―
全
国
的
に
も
珍
し
い
公
設

の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
と
し

て
、
毎
週
火
曜
日
に
は
オ
ル

ガ
ン
教
室
が
開
催
さ
れ
て
お

り
、
県
内
外
か
ら
練
習
に
参

加
さ
れ
て
い
ま
す
。
無
料
の

発
表
会
も
開
催
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
有
料
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
年
１
〜
２
回
開
催
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
身
近
に
感
じ

て
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
も
検

討
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

インタビューに対応いただいたバッハホール館長と広報委員会のメンバー

普段は見ることができない、オルガン内側のパイプ

４つの鍵盤と音栓

調査編

問

問

問



加
美
農
業
高
校
の
100
周
年
記
念
館

で
行
わ
れ
た
締
結
式

晴
天
の
下
、
大
人
数
で
の
ボ
デ
ィ

コ
ン
バ
ッ
ト

「たくさん挑戦して、たくさん失敗して、どんどん笑いに変えていこう」が、
コメディアンぜんじろう氏の教え

　

ス
ポ
ー
ツ
の
日
、
鳴
瀬
川

カ
ヌ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
競
技
場

を
会
場
に
「
か
み
フ
ェ
ス
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

カ
ヌ
ー
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
ヨ
ガ
や

ボ
デ
ィ
コ
ン
バ
ッ
ト
・
わ
く

わ
く
体
操
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク

が
で
き
る
ブ
ー
ス
な
ど
で
多

　

地
域
社
会
の
活
性
化
と
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
を
目
的
に
、
町
と
加
美
農

業
高
校
と
の
間
で
包
括
連
携

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
農
業
を
支
え
る
担

い
手
と
な
り
得
る
人
材
を
輩

出
す
る
同
校
と
連
携
し
、
と

も
に
様
々
な
地
域
課
題
に
取

り
組
む
こ
と
で
生
徒
た
ち
の

く
の
方
が
楽
し
み
な
が
ら
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。
企
画

に
は
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
や

高
校
生
も
関
わ
っ
て
お
り
、

参
加
者
は
ま
ぶ
し
い
笑
顔
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

町
の
皆
さ
ん
が
健
康
維
持

に
高
い
意
識
を
持
て
る
よ
う

に
、
議
会
で
も
協
議
し
て
ま

い
り
ま
す
。

資
質
を
高
め
、
農
業
の
み
な

ら
ず
多
く
の
分
野
で
活
躍
で

き
る
人
材
の
育
成
を
強
化
し

て
い
き
ま
す
。

　

地
域
の
衰
退
を
防
ぎ
、
新

し
い
風
を
吹
き
込
む
た
め
、

地
域
・
学
校
・
行
政
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
議
会
で
も

最
大
限
の
支
援
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

学
校
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化

加
美
農
業
高
校
と
包
括
連
携
協
定

子どもたちが加美町の魅力を再発見
加美町志教育“スイッチオン！”　町民ライブ

体
験
し
な
が
ら
健
康
に
つ
い
て
再
発
見

か
み
フ
ェ
ス 

リ
バ
ー
サ
イ
ド
で
楽
し
も
う

10/8

10/4

10/13

　中新田バッハホールでお笑いタレントぜ

んじろう氏プロデュースのもと、今年で２

回目となる小中学生による町民向けライブ

が開催されました。

　今回は8・9月にぜんじろう氏が町内の全

小中学校を訪問し、「笑いの本質」について

の授業を行い、発表者を呼びかけました。

　当日は、単独、コンビ、チームの計10組

の参加者が、用意した道具や衣装、笑いの

ネタを披露しながら加美町の良いところを

紹介しました。審査員を務めたお笑いコン

ビのバクコメも出演者の堂々とした姿に賞

賛のコメントを送り、自分たちのライブで

も早速ネタをオマージュする一幕もありま

した。

　加美町の大切な宝である子どもたちが安

心して成長できるように議会においても教

育支援など協議してまいります。

参加編



一 般 質 問 目 次

通告１番

通告３番

通告５番

通告２番

通告４番

通告６番

通告８番

通告７番

通告９番

早坂 伊佐雄（はやさか いさお）

髙橋　聡輔（たかはし そうすけ）

佐藤　圭介（さとう けいすけ）

伊藤　由子（いとう ゆうこ）

早坂　　潔（はやさか きよし）

伊藤　　淳（いとう じゅん）

田中　草太（たなか そうた）

今野　清人（こんの きよと）

木村　哲夫（きむら てつお）

13ページ

14ページ

15ページ

13ページ

14ページ

15ページ

16ページ

16ページ

17ページ

指導主事を減らす考えは

男性参画増の推進策は

啓発週間の活動強化を

持続可能な設計とは

介護職員確保の支援策は

どうする 空き家 空き店舗

子育てしたいまちを目指そう

水道管の現状と老朽化対策は

見直し時期の目標は

加美町立認定こども園

み や ざ き 園
き り ん 組

似顔絵を描いてくれたおともだち

学力向上

社会参加

拉致問題

庁舎建設

高齢者福祉

空き家対策

子育て支援

上下水道

地域振興費

●一般質問…議員が、町への政策提言や町の課

題などについて、町に質問すること。

　（掲載しているＱＲコード（議員写真下）

で、録画映像を視聴できます。）



　

町
民
ス
ペ
ー
ス
に
つ

い
て
の
具
体
的
な
意
見

が
あ
っ
た
が
、
広
さ
の
変
更

は
な
い
の
か
。

　

税
の
申
告
・
期
日
前

投
票
な
ど
に
必
要
な
面

積
で
あ
り
、
町
民
共
用
ス

ぺ
ー
ス
の
規
模
の
変
更
は
な

い
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
の

使
用
も
検
討
し
て
い
く
。

　

当
初
の
方
針
通
り
、

コ
ン
パ
ク
ト
で
シ
ン
プ

ル
な
庁
舎
に
し
て
い
く
こ
と

に
変
わ
り
は
な
い
か
。

　

今
回
の
設
計
で
は
鉄

骨
造
り
で
、
シ
ン
プ
ル

な
工
法
と
い
う
ふ
う
に
考
え

て
い
る
。

　

以
前
は
加
美
町
で
は

指
導
主
事
が
１
人
だ
っ

た
と
思
う
が
、
２
人
に
し
た

理
由
は
。

　

県
で
は
指
導
主
事
を

減
ら
す
流
れ
と
な
っ
て

お
り
、
今
後
は
市
町
村
で
そ

の
役
割
を
担
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
た
め
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
で
は
、
持
続
可
能
な

設
計
の
た
め
に
、
ガ
ラ
ス

ウ
ォ
ー
ル
・
大
ひ
さ
し
に
つ

い
て
の
意
見
が
多
か
っ
た
が
。

　

壁
面
の
ガ
ラ
ス
面
積

は
40
％
程
度
の
比
率
を

目
途
と
し
て
い
る
。
ひ
さ
し

に
は
建
物
の
耐
久
性
向
上
に

効
果
が
あ
る
。
ガ
ラ
ス
面
積

は
建
設
費
用
な
ど
を
含
め
て
、

現
在
実
施
設
計
の
中
で
検
討

し
て
い
る
。

　

県
内
21
町
村
の
指
導

主
事
の
派
遣
状
況
は
。

　

２
人
派
遣
さ
れ
て
い

る
の
は
加
美
町
だ
け
。

　

１
人
派
遣
が
７
自
治
体
で

あ
り
、
派
遣
な
し
が
13
自
治

体
で
あ
る
。

　

県
か
ら
派
遣
さ
れ
て

い
る
指
導
主
事
の
人
件

費
は
県
の
負
担
な
の
か
。

　

県
か
ら
派
遣
さ
れ
て

い
る
指
導
主
事
２
人
の

人
件
費
は
町
負
担
で
あ
る
。

指
導
主
事
と
は
…

　

都
道
府
県
や
市
町
村
の

教
育
委
員
会
に
置
か
れ
る

専
門
職
員
の
こ
と
で
、
学

校
の
教
員
に
対
し
て
助
言

と
指
導
を
行
う
役
割
を
担

い
ま
す
。

　

指
導
主
事
を
置
い
て

い
な
い
町
村
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
１
人
に
減
ら
し
た

う
え
で
、
経
験
豊
富
な
元
教

員
を
指
導
員
と
し
て
配
置
し

て
は
ど
う
か
。

　

今
年
度
か
ら
学
力
向

上
指
導
員
と
し
て
２
人

の
元
教
員
を
配
置
し
た
。
成

果
が
で
れ
ば
継
続
し
た
い
。

　

指
導
主
事
の
配
置
に
つ
い

て
は
、
今
後
学
校
数
が
減
っ

て
い
く
こ
と
に
合
わ
せ
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

学力向上

庁舎建設

指
導
主
事
を
減
ら
す
考
え
は

持
続
可
能
な
設
計
と
は

学
校
数
の
減
と
共
に
検
討

実
施
設
計
で
今
、
検
討
中

教育長

新 庁 舎
整備室長

早坂伊佐雄早坂伊佐雄 議員議員

伊藤 由子伊藤 由子 議員議員

質問のねらい

　将来の加美町を担

う子どもたちのため

に手厚くすることも

理解できるが、もっと

効果が上がることを

検討すべき。 録画映像

録画映像

質問のねらい

　建設委員会の付帯

意見を尊重し、パブ

リックコメントにあっ

た建設コスト・財政

影響を軽減するよう

コンパクトな庁舎建

設にすべき。

町民スペースについて意見交換中

真剣に授業を受ける児童たち

　

新
庁
舎
建
設
の
労
働

形
態
に
つ
い
て
「
Ⅰ
Ｃ

Ｔ
活
用
・
週
休
二
日
な
ど
の

条
件
を
求
め
な
い
」
と
考
え

て
い
る
よ
う
だ
が
。

　

近
年
の
労
働
者
不
足

か
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
活

用
し
省
力
化
を
図
る
た
め
の

考
え
方
で
あ
る
が
、
義
務
で

は
な
い
た
め
、
今
の
と
こ
ろ

求
め
る
考
え
は
な
い
。

　

週
休
２
日
に
つ
い
て
は
、

労
務
費
の
割
増
も
考
え
ら
れ

る
た
め
積
算
の
最
終
段
階
で

考
慮
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
こ
ど
も
園
・
小
中
学
校
に
お
け
る

　

猛
暑
日
の
健
康
管
理

●
鳥
獣
被
害
対
策

●
入
札
制
度

問問

問

問問

問

問

問

教育総務
課 長

教育総務
課 長

新 庁 舎
整備室長

新 庁 舎
整備室長

新 庁 舎
整備室長

新 庁 舎
整備室長

教育長

教育長



　

各
事
業
所
と
連
携
を

取
る
中
で
、
ど
の
よ
う

な
課
題
が
多
く
挙
が
っ
て
い

る
の
か
。

　

「
若
い
人
の
応
募
が

な
い
・
定
着
率
が
低

い
・
外
国
人
受
け
入
れ
の
や

り
方
が
わ
か
ら
な
い
」
と

い
っ
た
声
が
多
か
っ
た
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
仕
事
だ
け
で
は

職
種
が
狭
く
感
じ
る
た
め
、

取
り
扱
う
仕
事
内
容
を
工
夫

す
る
べ
き
で
は
。
ま
た
加
美

町
に
は
人
材
バ
ン
ク
が
あ
る

が
活
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
も
様
々
意
見
交

換
し
て
き
た
が
、
制
度
上
難

し
い
所
も
あ
る
。
今
後
人
材

バ
ン
ク
も
含
め
、
様
々
な
職

種
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
、

マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
体
制
の

構
築
が
必
要
で
あ
る
。

　

介
護
職
員
の
人
材
確

保
に
向
け
て
の
支
援
策

と
離
職
防
止
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
状
況
は
。

　

人
材
不
足
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。
町
内
事

業
所
と
の
情
報
交
換
会
を
行

い
、
県
の
情
報
な
ど
を
提
供

し
継
続
し
た
支
援
を
し
て
い

き
た
い
。

　

県
が
行
っ
て
い
る
外

国
人
受
け
入
れ
事
業
が

あ
る
。
加
美
町
で
昨
年
度
実

績
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
要

因
は
。

　

事
前
の
意
向
調
査
で

は
町
内
１
事
業
者
の
申

し
込
み
が
あ
っ
た
が
、
受
け

入
れ
に
は
繋
が
ら
な
か
っ
た
。

情
報
提
供
だ
け
で
な
く
サ

ポ
ー
ト
も
考
え
た
い
。

　

加
美
町
は
2035
年
に
高

齢
化
率
が
43
％
と
な
る

見
込
み
で
あ
る
。
高
齢
者
の

知
識
や
技
術
を
活
か
し
た
社

会
参
画
を
促
す
具
体
的
な
施

策
は
。

　

特
に
男
性
の
社
会
参

画
が
課
題
で
あ
る
。
皆

さ
ん
が
持
っ
て
い
る
ス
キ
ル

や
技
術
を
活
か
し
た
仕
事
に

近
い
よ
う
な
形
で
社
会
参
画

し
て
も
ら
う
の
が
望
ま
し
い

と
考
え
る
。

　

現
在
、
健
康
維
持
の

た
め
に
家
庭
菜
園
や
、

も
の
づ
く
り
を
し
て
い
る
人

に
対
し
て
の
支
援
策
は
で
き

な
い
か
。

　

金
銭
的
な
支
援
に
つ

い
て
は
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　

他
自
治
体
で
は
、
「
１
坪

菜
園
」
を
推
奨
し
、
直
売
所

に
出
荷
す
る
こ
と
に
よ
り
収

益
を
上
げ
つ
つ
医
療
費
の
抑

制
に
も
つ
な
が
る
と
い
っ
た

成
功
事
例
も
あ
る
。
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
を
男
女
と
も

に
も
て
る
よ
う
な
仕
組
み
づ

く
り
を
考
え
た
い
。

社会参画

高齢者福祉

男
性
参
画
増
の
推
進
策
は

介
護
職
員
確
保
の
支
援
策
は

経
験
を
活
か
し
た
活
動
を
推
進

県
の
情
報
を
提
供
し
支
援

町長

町長

髙橋 聡輔髙橋 聡輔 議員議員

早坂　 潔早坂　 潔 議員議員

質問のねらい

　高齢化率上昇をプ

ラスにとらえ、経験と

スキルを活かした社

会参画をしていただ

くことで健康寿命の

延伸につなげるため。 録画映像

録画映像

職員のおかげで安心に過ごせます

取り扱う職種を広げ、より多くの男性
の参画を期待したい

質問のねらい

　全国で問題になっ

ている介護職員の不

足は我が町でも例外

ではない。事業所へ

の支援策と離職防止

に対する取組を伺う。

　

県
で
は
介
護
職
員
の

た
め
の
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
い
る
。
こ
の
取
組
の

周
知
を
強
化
す
る
こ
と
や
、

町
独
自
の
相
談
会
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

　

県
で
は
人
材
育
成
と

定
着
を
促
進
す
る
取
組

を
行
う
仕
組
み
が
あ
る
。
町

内
事
業
所
に
周
知
を
徹
底
し

て
支
援
に
つ
な
げ
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

●
「
加
美
町
・
観
光
元
年
」
の

　

こ
れ
ま
で
の
検
証

そ
の
他
の
質
問

●
イ
ベ
ン
ト
・
災
害
時
用
の

　

ト
イ
レ
カ
ー
導
入

●
町
営
住
宅
の
申
し
込
み

問

問

問

問

問

問

問

町長

町長

町長

町長高齢障がい
福 祉 課 長

高齢障がい
福 祉 課 長

高齢障がい
福 祉 課 長



　

空
き
家
に
な
っ
た
要

因
の
把
握
、
家
主
と
の

連
絡
体
制
の
構
築
、
景
観
上

の
問
題
解
決
の
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。

　

管
理
不
全
空
き
家
に

関
し
て
、
迅
速
に
所
有

者
や
現
場
の
調
査
を
進
め
て

い
る
。

　

空
き
店
舗
対
策
事
業

の
効
果
お
よ
び
そ
の
実

績
は
。

　

中
新
田
地
区
商
店
街

活
性
化
委
員
会
と
の
意

見
交
換
を
踏
ま
え
、
空
き
店

舗
の
改
修
事
業
を
試
み
た
が
、

建
築
基
準
法
の
改
正
や
資
材

の
高
騰
な
ど
の
理
由
か
ら
、

事
業
の
見
直
し
が
必
要
と
判

断
し
、
一
旦
事
業
を
休
止
し

て
い
る
。

　

国
会
議
員
で
組
織
さ

れ
る
「
拉
致
議
連
」
へ

昨
年
提
出
さ
れ
た
署
名
簿
の

内
、
加
美
町
の
署
名
数
は
30

筆
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。
広

報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

周
知
を
強
化
す
る
こ
と
な
ど

を
お
願
い
し
た
い
。

　

被
害
者
、
家
族
と
も

に
高
齢
と
な
っ
て
い
る
。

早
急
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
の
認
識
で
あ
る
。

署
名
活
動
も
含
め
て
今
後
考

え
た
い
。

　

大
崎
市
で
は
12
月
定

例
会
に
お
い
て
、
執
行

部
全
員
が
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン

バ
ッ
ジ
４※

を
着
用
し
て
い
る
。

加
美
町
も
倣
っ
て
み
て
は
。

　

込
め
ら
れ
た
思
い
に

共
感
し
て
い
る
。
具
体

的
な
提
案
と
し
て
参
考
に
し

た
い
。

　

景
観
美
観
が
損
な
わ

れ
る
こ
と
に
端
を
発
し

た
、
こ
れ
ま
で
の
実
態
調
査

や
対
策
が
も
た
ら
し
た
効
果

や
実
績
は
。

　

無
料
相
談
の
実
施
を

き
っ
か
け
に
相
続
の
手

続
き
や
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の

登
録
、
解
体
に
つ
な
が
る
な

ど
一
定
の
成
果
を
挙
げ
て
い

る
。

　

北
朝
鮮
人
権
法
３※

で

は
、
地
方
公
共
団
体
の

責
務
を
「
国
民
世
論
の
啓
発

を
図
る
よ
う
努
め
る
」
と
し

て
い
る
。
加
美
町
は
ど
ん
な

活
動
を
し
て
き
た
か
。

　

こ
れ
ま
で
関
心
高
く

取
り
組
ん
で
き
た
。
昨

年
の
啓
発
週
間
中
に
は
、
本

庁
舎
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
写
真

パ
ネ
ル
の
展
示
を
行
う
な
ど

啓
発
に
努
め
て
い
る
。

※
１
　

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓

発
週
間
。
毎
年
12
月
10
日
か
ら
16

日
ま
で
。

※
２
　

政
府
認
定
の
拉
致
被
害
者

の
他
、
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
の

可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
る
方
々
。

「
特
定
失
踪
者
問
題
調
査
会
」
に

は
470
名
の
リ
ス
ト
が
あ
り
、
昭
和

43
年
に
東
京
で
失
踪
し
た
早
坂
勝

男
さ
ん
(
当
時
24
歳
)
が
含
ま
れ

て
い
る
。
　

※
３
　

「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝

鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ

の
対
処
に
関
す
る
法
律
」
の
略
称

※
４
　

拉
致
被
害
者
の
救
出
を
願

う
意
思
を
示
す
シ
ン
ボ
ル
。
日
本

と
北
朝
鮮
を
隔
て
る
「
海
の
青
」

と
、
被
害
者
と
家
族
を
唯
一
結
ぶ

「
空
の
青
」
と
い
う
二
つ
の
意
味

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

拉致問題

空き家対策

啓
発
週
間
の
活
動
強
化
を

ど
う
す
る 

空
き
家 

空
き
店
舗

地
域
、
関
連
団
体
と
連
携
し
活
動

次
の
段
階
に
向
け
て
検
討

町長

ひと・しごと
推進課長

佐藤 圭介佐藤 圭介 議員議員

伊藤　 淳伊藤　 淳 議員議員

質問のねらい

　「特定失踪者」※2

に加美町出身者が含

まれていることから、

本町においてはより

強力な啓発活動が展

開されてしかるべき

ではないか。 録画映像

録画映像

質問のねらい

　持ち主の協力がな

いと、なかなか進ま

ない空き家、空き店

舗の対策。特に景観

美観が損なわれてい

る町に人は来ないと

いう視点。

増え続ける空き家が大きな社会問題に

北朝鮮に向けたラジオ番組の収録に参
加する石山町長（写真右から２番目）

　

空
き
家
対
策
特
別
措

置
法
の
制
度
を
活
用
し

た
助
言
・
指
導
を
行
い
、
空

き
家
を
放
置
す
る
こ
と
で
生

じ
る
不
利
益
を
多
く
の
町
民

に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　

他
自
治
体
の
先
進
事

例
な
ど
を
調
査
し
、
解

体
の
代
執
行
や
固
定
資
産
税

の
軽
減
解
除
な
ど
次
の
段
階

の
取
組
に
向
け
て
検
討
し
て

い
る
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業

●
な
し

※1

問

問

問 問

問

問問

町長

町長町長

町長

町長 ひと・しごと
推 進 課 長

ひと・しごと
推 進 課 長



　

地
域
全
体
で
子
ど
も

た
ち
を
育
む
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
る
。
子
ど
も

会
・
育
成
会
の
状
況
は
。

　

コ
ロ
ナ
禍
な
ど
の
影

響
も
あ
り
、
子
ど
も
会

加
入
率
は
39
％
ま
で
減
少
し

て
い
る
。
育
成
会
と
も
連
携

し
、
今
の
時
代
に
合
っ
た
子

ど
も
会
の
在
り
方
を
探
っ
て

い
き
た
い
。

　

40
年
以
上
を
経
過
し

た
水
道
管
を
使
用
す
る

と
で
、
破
損
の
恐
れ
や
水
質

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は

な
い
の
か
。

　

耐
用
年
数
と
は
、
資

産
価
値
が
帳
簿
上
消
滅

す
る
会
計
処
理
上
の
年
数
の

こ
と
で
あ
る
。
ダ
ク
タ
イ
ル

鋳
鉄
管
は
、
日
本
水
道
協
会

に
よ
る
と
100
年
の
使
用
が
可

能
と
さ
れ
て
い
る
。

　

加
美
町
の
出
生
率
は

全
国
平
均
を
大
き
く
下

回
っ
て
お
り
、
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
の
目
標
と
も
大
き
く
離
れ

て
い
る
。
町
の
取
り
組
み
の

状
況
は
。

　

第
３
期
加
美
町
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
に
基
づ
き
、
ま
ず
は
基

盤
を
整
え
て
い
る
段
階
。
こ

こ
か
ら
が
知
恵
の
し
ぼ
り
ど

こ
ろ
で
あ
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
子

ど
も
た
ち
の
遊
び
場
」

が
欲
し
い
の
と
声
が
あ
っ
た
。

整
備
の
検
討
状
況
は
。

　

要
望
は
認
知
し
て
お

り
、
他
自
治
体
の
視
察

も
行
っ
て
い
る
。
観
光
施
設

に
も
な
り
得
る
と
考
え
る
が
、

予
算
の
問
題
も
あ
る
の
で
慎

重
に
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

　

耐
用
年
数
を
過
ぎ
た

水
道
管
の
割
合
が
70
％

を
超
え
て
い
る
要
因
は
。

　

他
の
市
町
村
で
は

数
々
の
地
震
の
た
び
に

壊
れ
た
水
道
管
の
敷
設
替
え

を
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ

れ
る
が
、
加
美
町
は
地
盤
が

強
固
で
あ
り
、
水
道
管
自
体

が
壊
れ
る
ケ
ー
ス
が
少
な

か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

老
朽
水
道
管
の
更
新

に
つ
い
て
国
か
ら
補
助

事
業
な
ど
は
示
さ
れ
て
い
る

の
か
。

　

国
で
は
ま
だ
予
算
化

さ
れ
て
い
な
い
が
、
令

和
８
年
度
に
補
助
金
を
拡
大

す
る
方
針
と
の
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
町
で
は
こ
の
交
付
金

の
要
件
と
な
る
水
道
事
業
の

更
新
計
画
を
現
在
策
定
中
で

あ
る
。

　

地
域
の
つ
な
が
り
が

減
っ
て
い
る
な
か
で
、

令
和
８
年
度
に
新
た
に
始
ま

る
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

事
業
」
へ
の
地
域
の
関
わ
り

方
は
。

　

民
生
委
員
さ
ん
や
婦

人
会
の
役
員
会
な
ど
で

の
説
明
の
場
で
、
い
ろ
い
ろ

な
意
見
・
提
案
を
い
た
だ
き

な
が
ら
進
め
て
い
る
。

　

加
美
町
の
水
・
水
道

に
関
し
て
の
町
長
の
所

見
は
。

　

宮
崎
地
区
の
水
源
キ

タ
イ
沼
の
水
は
美
味
し

い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て

き
た
。
こ
れ
は
、
宮
崎
ま
た

加
美
町
の
大
き
な
ア
ピ
ー
ル

ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
く
る
。

　

加
美
町
は
水
源
の
町
で
あ

り
、
住
民
や
地
域
、
広
い
意

味
で
は
県
民
の
皆
様
の
た
め
、

し
っ
か
り
と
加
美
の
水
を

守
っ
て
い
く
不
断
の
努
力
を

約
束
す
る
。

水道の現状

子育て支援

水
道
管
の
現
状
と
老
朽
化
対
策
は

子
育
て
し
た
い
ま
ち
を
目
指
そ
う

更
新
計
画
を
現
在
策
定
中

基
盤
を
つ
く
り
、
知
恵
を
絞
る

町長

町長

今野 清人今野 清人 議員議員

田中 草太田中 草太 議員議員

質問のねらい

　加美町は耐用年数

40年を超えた水道管

の割合が70.89％と

高いことが一部週刊

誌で報じられた。町

の考えを問う。 録画映像

録画映像

加美町で子どもを育てたいと思われるために

加美町には誇るべき豊かな水資源が

質問のねらい

　加美町の出生数は

かなり厳しい状況。

「加美で子育てをし

たい」「加美で育って

よかった」と思われ

る町にするため、質

問を行った。

そ
の
他
の
質
問

●
空
き
家
の
適
切
な
管
理

そ
の
他
の
質
問

●
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
よ
る

　

労
働
生
産
性
の
改
善

問問

問

問

問問

問

問

町長

町長

町長

上下水道
課　　長

上下水道
課　　長

上下水道
課　　長

こども家庭
課 長

教育長



当
た
り
交
付
額
は
、
一
番
増

加
し
た
下
区
は
1,184
円
、
一
番

減
少
し
た
東
米
泉
は
4,870
円
、

寒
風
沢
は
約
１
万
4,000
円
で
あ

る
。
こ
の
私
案
結
果
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

　

具
体
的
な
デ
ー
タ
を

示
し
て
い
た
だ
き
あ
り

が
た
い
。
見
直
し
を
進
め
る

際
の
た
た
き
台
と
し
て
活
用

し
、
不
公
平
感
の
な
く
な
る

よ
う
な
改
善
策
を
示
し
な
が

ら
地
域
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

得
て
い
き
た
い
。

　

改
善
に
着
手
す
る
具

体
的
な
時
期
は
。

　

来
年
の
10
月
ま
で
に

は
内
容
を
固
め
て
、
令

和
９
年
度
の
当
初
予
算
に
反

映
さ
せ
た
い
。

　

渋
谷
公
会
堂
を
会
場
と
し

た
全
国
町
村
議
会
議
長
会
主

催
の
「
議
会
広
報
研
修
会
」

に
広
報
編
集
委
員
の
メ
ン

バ
ー
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
か
ら
多
く
の
町

村
議
員
が
参
加
し
て
お
り
、

紙
面
に
深
み
を
出
す
た
め
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
手
法
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
動
画

作
成
技
術
な
ど
の
研
修
を
受

　

地
域
振
興
費
の
私
案

を
作
成
し
た
。
提
案
内

容
と
し
て
、
全
行
政
区
共

通
10
万
6,000
円 

(

交
付
金
の

54
％
)に
、班
数
×
5,000
円 (

交

付
金
の
25
％
)
を
加
え
、
残

り
の
21
％
を
世
帯
割
や
人
口

割
で
配
分
し
た
。

　

世
帯
割
の
増
加
率
で
上
位

は
、
下
区(

146.3
％
)
、
あ
さ

ひ
、
北
区
、
岡
町
、
菜
切
谷

新
田
で
、
増
加
額
で
上
位

は
、
下
区
(
374.6
円
)
、
中
区
、

北
区
、
下
野
目
、
上
狼
塚
と

な
っ
た
。

　

世
帯
割
の
減
少
率
が
大
き

い
の
は
、
東
米
泉
(
32.8
％
減

少
)
、
門
沢
、
東
川
北
、
北

鹿
原
、
寒
風
沢
の
順
で
、
減

少
額
が
大
き
い
の
は
、
寒

風
沢
(
5,600
円
減
少
)
、
鶯
沢
、

東
米
泉
、
門
沢
、
赤
坂
原
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
１
世
帯

地域振興費

見
直
し
時
期
の
目
標
は

令
和
９
年
４
月
の
当
初
に
反
映

総務
課長

木村 哲夫木村 哲夫 議員議員

質問のねらい

　行政区長からも地

域振興交付金の見直

しを求める声が多い。

アンケート結果や提案

した「私案」を参考に

早急な対応を求める。 録画映像

そ
の
他
の
質
問

●
石
山
町
政
１
期
目
の
折
り
返
し

　木村哲夫議員作成の地方振興費の

「私案」は、加美町ホームページ掲

載の「令和７年加美町議会 第３回

定例会 傍聴席資料」からご覧いた

だけます。

広報
研修

8月28日

全
国
町
村
議
会
議
長
会
「
議
会
広
報
研
修
会
」

講
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
コ
ツ
と

し
て
、
読
者
に
ど
の
よ
う
な

行
動
変
容
を
促
し
た
い
か
ま

で
考
え
て
行
う
べ
き
で
あ
る

こ
と
な
ど
、
新
た
な
視
点
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
の
成
果
を
こ
れ

か
ら
の
議
会
広
報
紙
に
活
か

し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
期
待

く
だ
さ
い
！

広
報
編
集
に
携
わ
る
町
村
議
員

が
全
国
か
ら
参
加

　

宮
城
県
北
の
６
町
で
構
成

す
る
「
県
北
議
会
議
長
会
」

の
研
修
会
を
中
新
田
バ
ッ
ハ

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
加
美
町
議
会
が
当

番
町
を
務
め
、
講
師
に
政
治

学
を
専
門
と
す
る
拓
殖
大
学

の
河
村
和
徳
教
授
を
お
招
き

し
、
「
議
会
の
現
状
と
議
会

改
革
」
と
題
し
た
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

県北６町

議員研修会

10月2日

議
会
改
革
へ
の
見
識
を
深
め
る
た
め
に

　

地
方
議
会
を
巡
る
最
近
の

動
向
や
議
員
報
酬
の
考
え
方
、

議
員
に
対
す
る
世
間
の
認
識

な
ど
、
変
化
し
て
い
く
社
会

の
中
で
の
議
員
の
在
り
方
を

深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
内
容

で
し
た
。

　

公
正
で
開
か
れ
た
よ
り
よ

い
議
会
を
実
現
す
る
た
め
、

こ
れ
か
ら
も
研
鑽
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

軽
快
で
わ
か
り
や
す
い
河
村
教

授
の
講
演

問

問 総務
課長

総務
課長



命に関わる場面での

正しい知識と行動のために

加美町議会
議員会

普通救命講習
　

10
月
20
日
、
加
美
町
議
会
議
員
全
員
で

構
成
す
る
議
員
会
で
、
議
員
の
資
質
向
上

に
向
け
た
活
動
の
一
環
と
し
て
、
普
通
救

命
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

加
美
消
防
署
西
部
分
署
よ
り
、
川
村
禄

朋
主
査
と
早
坂
成
記
主
査
の
２
人
を
講
師

と
し
て
お
招
き
し
、
応
急
手
当
の
基
礎
知

識
を
確
認
し
た
ほ
か
、
胸
骨
圧
迫
と
人
工

呼
吸
の
実
践
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
(
自
動
体
外
除
細

動
器
)
の
使
い
方
の
訓
練
を
し
ま
し
た
。

　

人
命
に
関
わ
る
場
面
で
は
、
正
し
い
知

識
と
行
動
が
必
要
で
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
う

必
要
に
迫
ら
れ
た
と
き
、
自
信
を
持
っ
て

救
助
措
置
を
取
れ
る
よ
う
、
皆
さ
ん
も
改

め
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
な
ど
確
認
さ
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

注意!　

10
月
９
日
、
石
山
町
長
よ
り
緊

急
的
に
、
議
会
・
行
政
区
長
・
猟

友
会
や
関
係
団
体
の
代
表
者
が
招

集
さ
れ
、
対
策
本
部
の
設
置
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
児
童
・
生
徒
な
ど
、
町

民
は
も
と
よ
り
、
今
後
の
観
光

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

来
町
さ
れ
る
お
客
様
に
も
人
的
被

害
を
出
す
こ
と
の
な
い
よ
う
関
係

期
間
と
連
携
し
て
対
応
し
ま
す
。

　

本
部
会
議
で
は
、「
加
美
町
ク

マ
出
没
非
常
事
態
宣
言
(
期
間
は

令
和
７
年
10
月
９
日
〜
11
月
30

日
)」
が
発
令
さ
れ
、
町
民
生
活

に
お
よ
ぼ
す
影
響
や
、
果
樹
な
ど

収
穫
さ
れ
て
い
な
い
樹
木
へ
の
対

応
、
猟
友
会
に
お
け
る
緊
急
銃
猟

も
含
め
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
な
ど

に
つ
い
て
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
鳥
獣
被
害
対
策
に
関
し

て
は
９
月
定
例
会
の
一
般
質
問
で

も
議
論
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
予

算
措
置
な
ど
議
会
で
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

加
美
町
ク
マ
出
没
非
常
事
態
宣
言
を
発
令

普段からＡＥＤの設置場所を

把握して置くことが重要です。

「日本全国ＡＥＤマップ」で最寄

りのＡＥＤを確認しましょう。

町ではクマ対策を呼び掛

けたチラシを毎戸配布し

ています。十分な注意を

お願いします。

各団体間で情報を共有。被害が出ることのないよう

対策を協議します



月　日 本会議・委員会など 内　　　容

8月

4日
宮 城 県 町 村 議 会 議

長 会 議 員 セ ミ ナ ー
議員活動におけるハラスメント対策を研修 　①

19日 全 員 協 議 会 加美町健康デジタルアプリ導入などを協議　

27日 議 会 運 営 委 員 会 第３回定例会の運営についてなどを協議

28～29日 議 会 広 報 常 任 委 員 会
視察研修（全国議長会広報研修・群馬県みなかみ町）

 ⇒P3　②

9月 9～19日 第 ３ 回 定 例 会 一般質問・議案審議・令和6年度決算認定など　

10月

2日
県 北 地 方 議 会 議 員

研 修 会 ・ 交 流 会
議会改革の現状と課題についての研修など 　⇒P17

6日 教 育 民 生 常 任 委 員 会 教育関係諸課題などを調査

8日 視 察 受 け 入 れ 新潟県阿賀野市（廃校利活用について）

14日 視 察 受 け 入 れ 宮城県山元町（議員なり手不足への取り組み）

20日 議 会 議 員 会 普通救命講習を受講

28～30日 総 務 産 業 常 任 委 員 会 視察研修（宮崎県新富町ほか）

次回の定例会は

１２月中旬
から開催します

議会傍聴について

インターネットで映像配信しています

▲

傍聴・視聴された方（延べ人数）

会　議
傍聴者人数 議会中継（LIVE）

アクセス件数男性 女性

９月定例会 ２８ ２０ ２，０７１

〈特集　町議会議員選挙〉

　立候補の条件や選挙費用の例など、若い

人にも知ってほしい情報がよくまとまって

いる。

　これから未来を担う多くの若い方にも手

に取ってもらえるような紙面づくりを心が

けていきます。

　議会だより８８号（令和７年２月１日発行）に

対する議会だよりモニターからのご意見・ご感想

を紹介します。

モニター

広　報
委員会

視 察 受 け 入 れ
10/14 宮城県山元町議会

傍聴の受付は「小野田支所３階」にて行います。

申請書に住所・氏名・年齢などをご記入ください。

一般傍聴席は「１９席のみ」となります。

満席時には、１階会議室で生中継を視聴できます。

ハラスメント加害者にならな
いための心構えを再認識

（利府町文化交流センター）

多くの住民に読まれる広報紙
の作り方についての全国研修

（渋谷公会堂）

①

②

※議会だよりの編集のため、議会広報常任委員会を5回（9/9、17、10/8、14、21）開催しました。

議会だよりへ一言

議員報酬改定など、

議員のなり手不足

解消への取り組み

についての視察を

受け入れました。
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主　　催：鍋まつり実行委員会

開催日時：令和７年１２月７日（日）

　　　　　午前10時30分～午後１時30分

開催場所：中新田花楽小路商店街

連 絡 先：０２２９－６３－２７３４

　　　　　（加美商工会内）

美味しさに感動！絶品鍋料理！！

　

10
月
も
半
ば
過
ぎ
、
山
沿
い

の
田
圃
も
稲
刈
り
が
殆
ど
終

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
季
は
猛
暑
日
が
続
い
た
に

も
関
わ
ら
ず
品
質
の
良
い
新
米

が
収
穫
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
春
に
は
備
蓄
米
騒

動
が
あ
り
ま
し
た
。
国
の
備
蓄

米
の
量
・
米
作
り
農
家
の
事
情
・

国
の
食
料
自
給
率
が
38
％
台
で

あ
る
こ
と
な
ど
の
不
安
が
全
国

に
一
気
に
広
が
り
ま
し
た
。
か

つ
て
、
家
庭
で
の
役
割
分
業
を

指
す
「
あ
な
た
作
る
人
」「
私

食
べ
る
人
」
と
い
う
言
葉
が
流

行
し
ま
し
た
が
、
食
べ
る
側
が
、

国
の
食
料
事
情
に
関
心
を
寄
せ

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
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第
24
回
を
迎
え
る
“
う
め
ぇ
が
す
と
鍋
ま
つ
り

in
加
美
”
が
、
今
年
は
12
月
７
日
(
日
)
に
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
２
月
11
日
の
開
催
が
恒
例
で
し
た

が
、
今
回
か
ら
12
月
第
１
週
へ
の
変
更
を
決
定
し

ま
し
た
。
変
更
の
背
景
に
は
、
２
月
の
厳
し
い
気

象
条
件
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
積
雪
が
多
く
除
雪
作

業
の
人
員
確
保
が
困
難
で
、
会
場
整
備
や
来
場
者

の
安
全
確
保
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
し
た
。
加

え
て
強
風
の
日
も
多
く
、
こ
れ
ら
が
運
営
上
の
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
12
月
開
催
に
よ

り
、
来
場
者
の
交
通
へ
の
影
響
も
軽
減
で
き
る
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
キ
ム
チ
鍋
や
べ
こ
鍋
、
雑
煮
鍋
な
ど
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
鍋
料
理
が
出
店
予
定
で
す
。

各
種
団
体
の
協
力
の
も
と
、
地
域
産
業
の
活
気
と

賑
わ
い
を
取
り
戻
し
、
加
美
町
の
魅
力
を
町
内
外

に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。
温
か
い
鍋
を
囲
み
な
が
ら
、

地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
と
活
性
化
に
向
け
た
一
日

と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

羽
場
地
区
は
26
世
帯
の
小
さ
な
集
落
で
す
。

　

羽
場
に
は
「
羽
場
天
満
宮
」
が
あ
り
ま
す
。
四

月
に
は
「
菅
原
道
真
公 

例
大
祭
」
を
、
集
落
を

挙
げ
て
賑
々
し
く
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期

に
は
集
落
内
の
み
な
ら
ず
町
外
か
ら
の
参
拝
も
多

く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
仙
台
の
人
か
ら
絵
馬

が
奉
納
さ
れ
る
な
ど
、
知
る
人
ぞ
知
る
学
問
の
神

様
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
集
落
に
と
っ

て
大
き
な
誇
り
で
す
。

　

集
落
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
す
。
春
作
業
前
に

は
用
排
水
路
の
清
掃
、
ほ
か
に
も
共
有
地
、
町
道
、

改
良
区
の
草
刈
り
作
業
、
花
壇
の
植
栽
が
あ
り
、

農
繁
期
は
毎
月
共
同
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
約

四
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
で
は
肥
料
の
銘
柄
、
育

苗
資
材
、
栽
培
管
理
を
統
一
し
、
品
質
の
安
定
し

た
米
づ
く
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。
倒
れ
そ
う
で

倒
れ
な
い
絶
妙
の
肥
培

管
理
で
つ
く
ら
れ
た
お

米
は
、
各
方
面
よ
り
高

い
評
価
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
　

　

今
後
は
高
齢
化
が
進

む
中
、
こ
の
地
区
の
圃

場
整
備
事
業
が
一
年
で

も
早
く
実
行
さ
れ
る
こ

と
が
一
同
の
願
い
で
す
。

世帯数　　26世帯

人　口　　83人

（令和7年9月末現在）

 佐藤 秀雄 区長

みんなで花植え


